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合い言葉：人にやさしく 学び・かかわり きたえる子

令和３年８月２６日
NO.５

この夏、東京五輪が開催されました。開催に
あたっては賛否両論がありましたが、テレビ画
面を通して観る鍛え抜かれたアスリートの姿か
らは、大きな感動をもらいました。その中でも、
今大会から正式種目になったスケートボードは、
他の競技とは一味違うスポーツの素晴らしさを
届けてくれました。

女子の決勝では、四十住さくら選手が金メダ
ルを獲得し、12歳11か月の開心那選手が銀メダ
ルで日本人史上最年少メダリストに輝きました。
四十住さくら選手は、1日最大10時間の練習で
技を磨いたそうです。大会前のインタビューで
は、「負けたら負けたで、いいかなと思っていま
す」「これ以上滑れないぐらい滑っているから、
もう後悔ないんですよ」と話していました。

メダル本命と目されていた岡本碧優選手は大
技「540」を成功させましたが、最後のトリッ
クをした着地で失敗し、涙を見せて落胆しまし
た。うずくまる岡本選手に他国の選手たちが駆
け寄り、失意の岡本選手を励まして笑顔に変え、
さらに担ぎ上げてパフォーマンスを称えました。
五輪公式インスタグラムはその瞬間を「最高

のスポーツマンシップ」とつづり、選手たちを
描いた絵を投稿しました。さらに「世界一の
パークスケーター、岡本碧優は最後の着地に失
敗してわずかにメダルに届かなかった。しかし、
競争相手たちは彼女を担ぎ上げ、元気付けた」
と投稿しました。
この投稿に対して、銅メダルを獲得した英国

代表のスカイ・ブラウン選手が「スケーターで
あることを誇りに思う！」とコメントしたほか、
「最高の瞬間だった！」「世界のお手本」「支
え合う精神に感動した」「人間としてもスケー
ターとしても素晴らしい」などの声が寄せられ
ました。競技中はライバル同士ながら、お互い
を称え合っているこの写真に
「こんなに優しい思いやりと戦う者同士であり
ながらも愛があることに泣きました」

「オリンピックには魔物がい
るというけど、ここには笑顔
の眩しい天使たちしかいなか
った...」という声が集まって
いました。他の競技では見ら
れない爽やかな感動がありま
したね。

銅メダルを取ったイギリス代表のスカイ・ブ
ラウン選手の言葉にも考えさせられました。ブ
ラウン選手はお母さんが日本人で、一番お気に
入りの食事は、「卵かけご飯に納豆とオクラと
キムチを混ぜ合わせたもの」だそうです。
ブラウン選手は、昨年５月に、練習中に空中

でバランスを崩し、４メートルほどの高さから
体を地面に打ち付け、頭蓋骨と左手、左手首を
骨折、肺や胃に裂傷を負い、命の危険もあった
そうです。それだけの大怪我をしても恐怖心は
芽生えず、怪我をした時の動画をオンラインで
公開して、「転ぶこともある。でも立ち上がるこ
とが大事」と、メッセージを発信しました。
スカイ・ブラウン選手は、スケボーとサー

フィンの二つのスポーツのプロアスリートです。
すでにナイキなどのスポンサーも付き、You 
Tubeの登録者は世界で28万人以上いるそうです。
スケボーとサーフィン以外にも、ダンスや歌を
楽しみ、ギターの練習もして、毎日、忙しい
日々を送っています。スカイ・ブラウン選手は
朝日新聞のインタビューに「人生は短い。色々
なことをやらないと損だと思う」と、語っていま
す。先ほどのメッセージと合わせて言葉に込め
られた、チャレンジ精神と人生を前向きに楽し
もうとする意志に、大きな魅力を感じました。
毎日、特に目標もなく過ごしていると、本当

に大切なことが、だんだん判らなくなってきま
す。生活すること、生きていくことが、日々の
単なるルーティーンになってしまいます。１３
歳のポジティブさを見習い、日々を大切にして
充実した２学期にしていきたいですね。

東京オリンピック 失敗を恐れずポジティブに生きることの大切さ



７月５日（月）、前週の木曜日に予定していたさわやかクリーン活動を
ようやく実施することができました。これはびわ湖の日（７月１日）に、
滋賀県各地でびわ湖や地域をきれいにする活動が行われることに合わせた
ものです。本校でも、全校児童みんなで協力して学校をきれいにすること
をねらいとして、校庭のゴミ拾いや草むしりをしました。この日も、雨の
予報があり、少し早めにとりかかりましたが、やはり途中で激しい雨が
降ってきました。
残念ながら中断することになりましたが、それでもどのクラスもバケツ

いっぱいに草を集めていました。「もっとやりたかったあ。」という声が
あちこちで聞こえてきました。少しの時間でしたが、全校みんなで学校を
きれいにして、気持ちがすっきりしたことと思います。

７月６日（火）４年生が校外学習に行って
きました。午前中はクリーンセンターを見学
しました。私たちが出すゴミがどのように処
理されているのか、施設の中を見学しながら
教えていただきました。自分たちにできるこ
ととして、所員さんからは、３R（リデュー
ス・リユース・リサイクル）を大切にほしい
という話を聞きました。その中でも「ゴミを
減らす（リデュース）」ことを一番に考えて
ほしいということを強調されました。ゴミを
燃やすことにもエネルギーがかかります。限
りある資源を無駄にしないためにも、市民み
んなで心がけてほしいとのことでした。
午後は大津科学館へ行きました。展示室に

はたくさんの実験コーナーがあり、みんな楽
しみながら体験できました。プラネタリウム
では、今夜見える夜空を鑑賞しました。街の
灯りが消えたときに現れた満天の星空に「お
おー。」「すごい！」と歓声があがりました。
北斗七星や北極星、七夕の話など、星にまつ
わることをたくさん教えていただきました。
「明日（７月７日）こそは晴れて夜空がみた
いなあ・・。」そんな気持ちになりました。
午前、午後ともに社会科、理科の学習として
充実した学習となりました。

さわやかクリーン活動・・・全校

校外学習に行ってきました・・・４年生

７月の子どもたち

給食エプロンの洗濯につきまして、いつもご協力いただきありがとうございます。
なお、肌の弱いお子さんや、匂いに敏感なお子さんもいますので、匂いの強い柔軟剤や漂白

剤は使用せず、洗濯用洗剤のみで洗ってくださるとありがたいです。
なお、アレルギー等が心配なお子さんにつきましては、ご自宅からエプロン・帽子を持ってき

て使っていただいてもかまいません。その際は必ず記名をお願いします。

給食エプロンの洗濯について学校からお願い



水泳学習の最後に５、６年生が着衣泳を行いました。学習
のねらいは「万が一、海や湖、川などでおぼれてしまったら
どのように対処するのか身に着けよう。」です。
おぼれてしまう時は、服を着たままの場合も考えられます。

そんなとき、慌てないで、力を抜いて「浮く」ということを
集中的に練習しました。服を着たままでは、泳ぐことが難し
いことや、身近にあるペットボトルを使って体力を使わない
で自然に浮く体験を行いました。ペアの友だちに支えてもら
いながら、ペットボトルを抱きかかえたり、背中につけたり
して自分の浮きやすい浮き方を試していました。また、おぼ
れた際には服を脱いではいけないことや、むやみに暴れたり
助けを呼ぼうと叫んではいけないことも学びました。おぼれ
た人を見つけた時は、ランドセルやバケツなどを投げ入れて
浮く補助を行うことや、すぐに泳いで助けに行ってはいけな
いことも学びました。
自然の怖さを十分に理解し、水辺の事故には十分気をつけ

てほしいと思います。

着衣泳・・・・５，６年生

情報委員会が「めざせ！お絵かきアーティスト！」という企画を考えました。まず、塗り絵の
下絵の募集を行いました。テーマは「キャラクター」です。１００人以上の応募があり、その中
から各学年数枚ずつ情報委員会の子どもたちが優れた作品を選びました。「かわいいで賞」や
「アニメが見たくなるで賞」など、素敵な賞をとった作品が給食時間に発表されました。選ばれ
た作品は、職員室前に塗り絵として無料配布されました。職員室前は塗り絵を求めて大賑わい。
高学年の描いた塗り絵を「かっこいい！」と嬉しそうにもらっていく低学年の子どもたちの笑顔
が印象的でした。
このような工夫した取組が、学校を活性化させ楽しい雰囲気を作ってくれますね。委員会活動

の大切さを改めて感じました。

めざせ！お絵かきアーティスト！・・・情報委員会

水泳学習へのご協力、ありがとうございました。コロナ禍の中、感染に留意しながら無事に学
習を終えることができました。いつもは、学年単位で入水しているのですが、今年度は学級単位
で指導を行いました。そのため、一人一人の活動時間が増え、いつも以上に泳力を伸ばすことが
できました。安全確保のため、複数体制で指導を行いましたが、個々の泳力に合わせて細やかな
支援を行うこともできました。昨年度、水泳学習ができず、いきなり大プールに入った３年生も、
泳ぐ楽しさを十分に味わうことができたようです。コロナ禍で良かったことはほとんどない現状
ですが、水泳学習に関しては、実りの多い１学期になりました。



「家庭学習の習慣を身につけようウィーク」の成果

自主学大賞決定

６月７日（月）から１１日（金）までの１週間、２年生以上で「家庭学習の習慣を身につけよ
うウィーク」を行いました。自分で何の勉強をするかを決めて学習をする習慣を身につける取組
になります。自分にどんな力をつけたいのか、そのためには何の学習に取り組むのか、具体的に
カードに書き込みました。今年度は、各クラスからエントリーされた作品を各学年ごとに審査し
自主学大賞を選びました。選ばれたノートを、全校児童の参考にしてもらうために職員室前に掲
示しました。選考のポイントは字の丁寧さ、工夫、分かりやすさ、興味深さ（学習に結びついて
いる等）、めあてと振り返り（目的がはっきりしている）などです。３年生以上からのエント
リーですが、選ばれた作品を見て、低学年の子どもたちも「やってみたい。」と目を輝かせて見
入っていました。自主学大賞に選ばれたノートを何冊か紹介します。

草津市教育委員会からのお知らせ

草津市フリースクール利用児童生徒支援補助金交付が、９月よりスタートします。ご家庭の収入に合
わせて３段階で授業料が減額されます。申請方法等はホームページやチラシにも掲載されていますが、
詳しいことは草津市教育委員会事務局児童生徒支援課（５６１－２４３７）までお問い合わせください。

フリースクール授業料の支援を始めます


